
代数学演義 I (平成 18年度前期) No.6 (5/16 出題分)

1 群の圏Grpから集合の圏Ensへの共変関手 F : Grp → Ens を,

F (G) = {g ∈ G |gの位数は有限}

で定める. F は表現可能か?

2 交代群An(n > 4)の任意の元 aは a = xxyyxy(x, y ∈ An)と表せることを示せ.

3 Gを有限アーベル群, Ĝ = Hom(G, C×) をその双対（有限アーベル群）とする. G
上の複素数値関数 f : G → Cに対してその台 supp(f) ⊂ G, および Fourier変換
f̂ : Ĝ → Cをそれぞれ

supp(f) = {g ∈ G|f(g) �= 0}, f̂ (χ) =
∑
g∈G

f(g)χ(g) (χ ∈ Ĝ)

で定める. f �= 0のとき不等式

|supp(f)||supp(f̂)| ≥ |G|

が成立することを示せ.

4 Kを体, G = GLn(K)とする. T をGの元で対角行列であるもの全体からなるGの
部分群とする. このとき, 正規化部分群NG(T )を求めよ.

5 Gを有限群, χをGの C上の有限次元表現 V の指標とする. このとき V の対称積
Sym2(V )および交代積 ∧2(V )の指標を求めよ.

6 Gを有限群, χ : G → C×をGの位数 2の指標, H = Ker(χ)をχの kernelとする. こ
のとき, Gの既約表現 V がH から誘導されるための必要十分条件は V ⊗ χ 	 V で
ある. これを示せ.

7 SLn(C)は固有値がすべて 1の行列で生成されることを示せ.

8 Fp上の一変数有理函数体Fp(x)の整閉な部分環は体か PIDであることを示せ.

9 A = C[X, Y, Z]を多項式環, I = (ZX −Y 2, ZY −X6, Z2 −Y X5) をそのイデアルと
する.

(1) I は素イデアルであることを示せ.

(2) R = A/I とし, Kをその商体とすると, K ∼= C(t)を示せ.

(3) R′をRのKにおける整閉包とするとき, dim� (R′/R)を求めよ.

(4) Aut� (R)を求めよ.

10 Rが整閉整域ならばR[X]も整閉整域であることを示せ.

11 標数 0の体 kは a2 = −1となる元 aを持つとする. 体の拡大 k ⊆ F ⊆ K があって
[F : K] < ∞とする. このとき, k ⊆ Kなら k ⊆ F となっていることを示せ. ただ
し, kは kの代数閉包である.



12 整数係数の n次方程式 f(x) = xn + a1x
n−1 + · · · + an−1x + an = 0 の全ての根の絶

対値が 1であるならば, 根は 1のべき根に限ることを示せ.

13 Qpの３次拡大のQp上の同型類の個数を求めよ.

14 F2(x1, . . . , xn)に対称群Snを x1, . . . , xnの置換により作用させる. このとき, 交代
群Anによる不変体 F2(x1, . . . , xn)

�nを求めよ.


